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1.機 能概要

FML-1は PLLを使用した周波数逓倍器で入力周波数のN倍の信号を高純度で得ることができます。

通常PLLで逓倍させた場合には信号純度が劣化しやすく、高純度な信号を得ることが難しいです

が、FML-1は ECLの 位相比較器および低雑音狭帯域VCOを 使用して信号の劣化を極力抑え、低雑

音、低ジッターを特徴とします。水晶発振器等の出力を整数倍 して 1 0 0MHzか ら1.5GHzまでの

広い帯域の周波数を得ることができます。

入力信号と出力信号の位相関係は固定ですのでクロックの位相調整にも使用できます。

2.電 気的仕様

出力周波数範囲       100MHz～ 1,5GHz

出カレベル         PECL 差 動出力

動作周波数帯域幅      ± 5% (± 10%対 応可能)

出力波形          矩 形波

逓倍数            2～ 1500

スプリアス         ー 5 5dB以 上

基準入力周波数範囲     l MHz～ 50MHz

基準入カレベル       0.2V～ 2 Vp一p、入カインピ
ーダンス 50Ω

位相雑音特性 基準信号周波数と逓倍数で決まります。
例 :入力周波数=2 5MHz、 出力周波数=8 0 0MHzの 場合

KHzOFFSET      -100dBc/Hz
O KHzOFFSET    … 103dBc/Hz
0 0 KHzOFFSET   -116dBc/Hz

動作温度範囲

電源

外形寸法

0～ +50° C (-30° C～ +60° C対応品可能)

+5V± 5%       300mA以 下
+12V± 25%     10mA以 下

61x46x13 (mm)
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GND                  REF

+5V                  GND

FML-1

LOCK                OuT

キ12V                 /OuT

GND                 GND

3, 外形図、ピン配置
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■  ヒ ンの名称と説明
ヒン番号  名 称 言常日月

1

2

3

G N D

+ 5 V

LOCK

+1 2V

G N D

G N D

/ / ③ t l  T

O U 下

G N D

REF

電源、信号のGNDで す。

電源 ビンです。+5V± 5%を 供給 して下さい。

PLLロ ックステータス信号です。
"Hル
でロック、

"L"で
アンロック状態です。

電源 Lン です。+8V～ +15Vを 供給 して下さい。

電源、信号のGNDで す。

電源、信号のGNDで す。

PECL差 動出力端子です。
PECL差 動出力端子です。

電源、信号のGNDで す。

外部クロック入カビンです。０

４

５

６

７
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0.luF

l GND     REF10

2+5V      GND9

3 LOCK     OuT 8

4+12V     /ouT 7

5 GND     GND6

4.試 験回路

47uF/16V

+5V

+12V 100

5.使 用上の注意

( 1 )

( 2 )

(3)

(4)

REFINPUT

TL LEVEL

0。luF

争 470

50Ω

LOAD

モジュールをiCソケット等で実装する場合にはGNDが 不十分になり
基準入力信号が出力に廻り込むことがありますので注意 して下さい。

PCBの GNDは ベタGNDと してケース等はGNDに 落とすと

基準入力信号が出力に廻り込むのを低減できます。

出力回路のパターンを引きまわす場合はパターンの特性
インピーダンスと負荷インピーダンスの整合を考慮して下さい。

電源は+5V、 +12Vと もにリップルの少ない低ノイズの電源を使用して下さい。

6.出 カ レベ ルの変換 方法

出カ レベルはPECLで すので他の レベルに変換する場合は専用の レベル変換の

iCを使用 して下さい。

(1)ECLに 変換

M OTOROLA   MC10ELT91

MOTOROLA   MC100ELT91

MOTOROLA    MC100EVEL91
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( 2 ) 5 0Ω  ACレ ベルに変換

出力を50Ω のACレ ベルに変換する簡易的な方法を下図に示します。

３

　

４

　

５

50Ω

LOAD

注意 :出力のO U T ,

しないて下さい。
恐れがあ ります。

/O U Tを 直接 50Ω の抵抗負荷に接続

内部のEC Lド ライブiCが破損する

☆  本 資料の記載事項は予告なく変更する場合があります。

☆  本 資料の一部又は全部を当社に無断で転載又は複製することを堅 く禁じます。

☆  使 用者が事故などによる損害が生じた場合、当社では一切責任を負いません。

☆  本 資料の掲載内容は工業所有権その他権利の実施に対する保証または実施権の

許諾を行なうものではありません。

☆  本 資料掲載の回路等の使用に起因する第三者の工業所有権に関して、当社では

その責任を負いません。

株式会社デイエステクノロジ
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